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・
質
問　

羽
生
市
は
、
財
政
危
機

を
乗
り
切
る
た
め
に
様
々
な
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
は

よ
り
一
層
の
財
源
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
市
営
駐
車
場
に
つ
い

て
、
次
の
四
点
を
伺
う
。

①
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
市
営

駐
車
場
の
利
用
状
況
及
び
収
入
額
。

②
西
羽
生
駅
前
駐
車
場
の
利
用
率

を
上
げ
る
方
策
。

③
二
ヶ
所
あ
る
無
料
駐
車
場
の
理

由
、
有
料
化
に
対
す
る
検
討
。

④
羽
生
駅
東
口
整
備
、
西
羽
生
駅

前
広
場
の
将
来
計
画
と
市
営
駐
車

場
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

①
現
在
、
四
ヶ
所
の
駐
車
場
を

管
理
運
営
し
て
お
り
、
平
成
十
七

年
度
の
利
用
状
況
と
収
入
額
は
、

第
一
駐
車
場
が
二
十
五
台
無
料
、

第
二
駐
車
場
が
六
台
無
料
、
第
三

駐
車
場
が
百
七
十
五
台
中
百
五
十

二
台
の
利
用
で
、
年
間
九
百
三
十

六
万
円
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

西
羽
生
駅
前
駐
車
場
は
十
七
台
中

三
台
の
利
用
で
年
間
二
十
四
万
円

の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

②
西
羽
生
駅
前
駐
車
場
は
、
駅
階

段
の
直
近
に
あ
る
が
、
近
く
の
民

間
駐
車
場
の
方
が
、
市
よ
り
低
額

な
た
め
、
利
用
率
が
低
い
。
今
後
、

使
用
料
金
の
引
下
げ
等
に
つ
い
て

・
質
問　

昨
今
、
市
民
の
間
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
現
状
の
ま
ま
で

も
い
い
か
ら
、
財
政
の
健
全
化
を

優
先
し
た
方
が
い
い
と
い
う
意
見

を
伺
う
。
私
も
、
何
と
し
て
も
今

の
時
点
で
財
政
は
立
て
直
し
て
お

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
羽
生
市
の
財
政
の
立

て
直
し
が
、
現
時
点
で
ど
こ
ま
で

進
ん
だ
の
か
。
ま
た
、
そ
の
判
断

基
準
を
、
私
は
公
債
費
比
率
の
数

値
と
考
え
て
い
る
が
、
県
下
の
平

均
値
ま
で
引
き
下
げ
る
に
は
、
ど

う
い
う
こ
と
を
や
る
べ
き
か
伺
う
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

羽
生
市
は
、
平
成
十
五
年
度
よ

り
財
政
の
立
て
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
市
税
徴
収
部

門
の
強
化
、
報
酬
や
給
与
の
カ
ッ

ト
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
手
数

料
の
見
直
し
な
ど
で
あ
る
が
、
国

の
三
位
一
体
の
改
革
の
下
で
は
、

思
う
よ
う
な
改
善
が
図
れ
な
い
の

が
現
状
と
い
え
る
。

　

今
、
全
国
の
各
市
町
村
で
は
、

財
政
健
全
化
の
た
め
の
計
画
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
目
標
の
一

つ
に
、
財
政
調
整
基
金
残
高
の
確

保
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
不
時
の
支

出
増
等
に
備
え
、
財
源
に
余
裕
の

あ
る
年
度
に
積
み
立
て
を
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
望
ま
し

い
残
高
は
、
標
準
財
政
規
模
の
一

割
程
度
と
い
わ
れ
、
当
市
の
場
合
、

十
億
円
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。
現

在
高
三
億
三
千
万
円
に
対
し
、
当

面
、
五
億
円
程
度
の
積
み
立
て
を

目
標
と
し
た
い
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
指
標
が
、

ご
指
摘
の
公
債
費
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
公
債
費
比
率
は
、
地
方

債
発
行
規
模
の
妥
当
性
を
判
断
す

る
指
標
で
、
地
方
債
の
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
で
あ
る
。

　

羽
生
市
の
数
値
が
県
平
均
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
今
ま

で
の
財
政
運
営
が
、
市
債
借
り
入

れ
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
こ
と

に
よ
る
。

　

今
後
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
を

踏
ま
え
、
五
年
程
度
を
目
標
に
引

き
下
げ
に
向
け
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
改
修

等
を
考
え
る
と
、
十
年
程
度
に
目

標
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
教
育
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
無
料
駐
車
場
は
、
地
元
商
店
街

の
買
い
物
客
の
利
便
性
向
上
の
た

め
設
置
を
し
た
。
有
料
化
に
つ
い

て
は
、
地
元
商
店
街
や
関
係
団
体

と
の
十
分
な
話
し
合
い
を
し
、
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

④
羽
生
駅
東
口
は
、
交
通
の
安
全

性
の
確
保
か
ら
も
整
備
が
急
が
れ

る
が
、
平
成
十
九
年
度
に
暫
定
的

な
駅
前
広
場
の
整
備
を
考
え
て
い

る
。
当
面
は
、
既
存
の
東
口
市
営

駐
車
場
は
引
き
続
き
利
用
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
西
羽
生
駅
前
広
場
は
、

現
在
の
状
況
か
ら
、
既
設
の
駅
前

道
路
の
利
用
で
十
分
対
応
で
き
る

た
め
、
今
後
も
駐
車
場
と
し
て
の

利
用
を
続
け
て
い
き
た
い
。

財
政
に
つ
い
て

大
貫　
　

巖
議
員

市
営
駐
車
場
の
有
効
活
用 

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

小
原　

忠
夫
議
員

市営西羽生駅前駐車場


